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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

電電気気炉炉・・  KKBBFF884488NN22（（光光洋洋ササーーモモシシスステテムム、、最最高高温温度度：：11110000℃℃））    

ススピピンンココーータターー・・  MMSS--BB110000（（ミミカカササ））    

ボボーールルミミルル粉粉砕砕機機・・  AAVV--11（（アアササヒヒ理理化化製製作作所所））    

真真空空加加熱熱ププレレスス機機・・  IIMMCC--114488CC（（井井元元製製作作所所、、最最高高加加熱熱温温度度：：330000℃℃））    

    

【【高高周周波波誘誘電電体体材材料料のの開開発発研研究究】】  
誘誘電電体体材材料料はは通通信信機機器器ににおおけけるる基基板板材材料料ととししてて利利

用用さされれてていいまますす。。近近年年のの高高速速・・大大容容量量通通信信のの加加速速にに

伴伴いい、、誘誘電電体体材材料料もも低低誘誘電電率率・・低低誘誘電電損損失失をを有有すするる

特特性性がが求求めめらられれててききてていいまますす。。我我々々のの研研究究室室でではは、、

セセララミミッッククススのの結結晶晶構構造造をを設設計計・・制制御御すするるここととでで，，誘誘電電

特特性性、、電電気気特特性性ななどどセセララミミッッククスス物物性性のの最最適適化化，，新新規規

セセララミミッッククススのの材材料料開開発発をを行行っってていいまますす。。ままたた，，そそれれらら

のの物物性性とと結結晶晶構構造造ととのの相相関関性性ににつついいてて研研究究をを行行っってて

いいまますす。。ままたた、、高高周周波波誘誘電電体体でではは、、無無機機材材料料（（セセララミミッッ

ククスス））とと有有機機材材料料（（ポポリリママーー））ととのの複複合合基基板板材材料料もも近近年年

注注目目さされれてておおりり、、セセララミミッッククスス粉粉体体のの合合成成もも行行っってていいまま

すす。。特特にに、、形形態態やや結結晶晶性性をを制制御御ししたたセセララミミッッククスス粒粒子子

をを合合成成すするるここととでで，，ミミリリ波波帯帯領領域域でで利利用用可可能能なな誘誘電電・・

熱熱的的特特性性をを兼兼ねね備備ええたた新新規規高高周周波波用用複複合合誘誘電電体体材材

料料のの開開発発もも行行っってていいまますす。。  

 

【【固固体体酸酸化化物物形形燃燃料料電電池池のの研研究究】】  
燃燃料料電電池池はは、、水水のの電電気気分分解解のの原原理理をを利利用用しし、、水水素素

とと酸酸素素をを化化学学反反応応ささせせるるここととでで、、水水とと電電気気（（エエネネルルギギ

ーー））をを生生成成すするる装装置置でですす。。CCOO22 ななどどのの有有害害なな排排出出物物がが

無無くく、、環環境境にに優優ししいいエエネネルルギギーーでであありり、、水水素素ののももつつエエ

ネネルルギギーーのの 8833％％をを理理論論的的にに電電気気エエネネルルギギーーにに変変換換でで

ききるるとといいっったた高高いい発発電電効効率率ででももあありりまますす。。本本研研究究室室でで

はは、、低低温温（（110000～～220000℃℃））ででのの作作動動がが可可能能なな固固体体酸酸化化

物物形形燃燃料料電電池池のの開開発発にに向向けけてて、、新新たたなな電電解解質質材材料料のの

創創成成・・開開発発にに取取りり組組んんででいいまますす。。特特ににププロロトトンン伝伝導導性性

ををももつつ電電解解質質材材料料のの合合成成・・探探索索にに向向けけてて、、セセララミミッッククスス

のの材材料料設設計計やや結結晶晶構構造造解解析析をを行行ううここととでで、、燃燃料料電電池池

特特性性ととセセララミミッッククススのの結結晶晶構構造造ととのの相相関関性性ににつついいてて研研

究究をを行行っってていいまますす。。 

研研究究内内容容：：    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

所所属属：：福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  機機械械工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

機能性セラミックス材料の合成と応用 

 

氏氏名名：：      高高橋橋  奨奨／／TTAAKKAAHHAASSHHII  SSuussuummuu  EE--mmaaiill：：  ttaakkaahhaasshhii@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  助助教教  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本セセララミミッッククスス協協会会  

キキーーワワーードド：：  結結晶晶構構造造・・組組成成制制御御，，誘誘電電体体材材料料、、燃燃料料電電池池、、機機能能性性セセララミミッッククスス材材料料  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・ミミリリ波波帯帯へへのの活活用用にに向向けけたた無無機機有有機機複複合合誘誘電電体体材材料料のの開開発発。。  

・・固固体体酸酸化化物物形形燃燃料料電電池池おおよよびび電電解解質質材材料料のの開開発発  

・・セセララミミッッククスス材材料料評評価価：：電電気気伝伝導導率率，，熱熱伝伝導導率率，，表表面面観観察察，，組組成成分分析析，，XX 線線回回折折  

・・セセララミミッッククスス粉粉体体合合成成：：異異方方性性粒粒子子，，高高結結晶晶性性粒粒子子，，中中空空粒粒子子  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  物物質質工工学学科科 

研研究究内内容容：：    

  

近近接接気気化化型型 CCVVDD 法法にによよるる薄薄膜膜のの合合成成  

キャリヤーガスを用いない近接気化型化学気相析出（CVD）法の研究をしています。下図にビス 2,4－ペン

タンジオナト亜鉛を原料としてこの合成法により Si 単結晶基板上に 150℃の低温で合成した酸化亜鉛膜を図

1 に示します。 

  

  

構構造造規規制制材材料料のの合合成成  

構造を規制したナノ銀の合成をしています。条件を選ぶことによって高校の化学の教科書に載っているデン

ドライト（樹枝）状の銀樹でない銀が合成できます。図 2 にアクリル基板上に合成したひも状の銀，図 3 にアク

リル基板上に合成した部分的に配列した銀ロッドをそれぞれ示します。 

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図図 11 基基板板温温度度 115500℃℃でで                図図 22    ひひもも状状のの銀銀                            図図 33  部部分分的的にに配配列列ししたた銀銀ロロッッドド  

合合成成ししたた ZZnnOO 膜膜  

 

 

 

研研究究タタイイトトルル：：  

近近接接気気化化型型 CCVVDD 法法にによよるる薄薄膜膜のの合合成成  //  構構造造規規制制材材料料のの合合成成  

 

氏氏名名：：      西西野野  純純一一／／NNIISSHHIINNOO  JJuunniicchhii  EE--mmaaiill：：  nniisshhiinnoo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本セセララミミッッククスス協協会会，，電電気気化化学学会会，，表表面面技技術術協協会会  

キキーーワワーードド：：  薄薄膜膜，，化化学学気気相相析析出出（（CCVVDD））法法，，ナナノノ材材料料，，構構造造規規制制  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・  

・・  

・・  
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